個別の教育支援計画・個別の指導計画　記入例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兵庫県立ＯＯ高等学校
	生徒氏名
	○○　○○
	生年月日
	平成○年○月○日生（第○回生）

	
	
	出身中学校
	　◇◇市立◇◇中学校卒業

	学年・組
	１年
	　１組
	担任名
	△△　△△
	校長名
	☆☆　☆☆

	
	２年
	　２組
	
	□□　□□
	
	☆☆　☆☆

	
	３年
	　組
	
	
	
	


	診断名（障害名）
	広汎性発達障害

	関係機関（医療機関等）
	○○病院、発達障害者支援センター、こども家庭センター

	障害者手帳等
	無・ eq \o\ac(○,有)（　療育手帳　）交付年月日：平成○年○月○日

	 指示・検査　　　　
	関係機関（医療機関）からの指示事項等
	服薬状況
	検査（検査名：WISK Ⅲ　）

	
	・○○病院に２週間に１度通院
・年１回、こども家庭センターで相談
・音の刺激に弱く、突然大きな音がするとパニックになる。パニック時に一人でクールダウンできる部屋を確保してほしい（○○病院）
	○○薬（１年時）
△△薬（２年時追加）

	平成○年○月○日実施
実施機関（　○○病院　）
特記事項　IQ＝120 知的構造にアンバランスが見られる。


	実態把握

	中学校からの
申し送り事項
	・急な予定変更があると不安になる。予定を変更した場合は説明し板書すると安心する。
・聞いて理解するよりは、書かれたものを見たり読んだりして理解する方が得意。授業の際には、口頭での説明だけにならないよう、できるかぎり板書した。
・大きな音、ざわつく場所が苦手でパニックになることがあった。保健室の隣にクールダウンできる部屋を確保した。

	特　　　　性
*特性を有する
もの・苦手な
ものに✔
	生活面
	学習面
	健康・運動面

	
	□不注意　　　　□多動性
✔衝動性　　　　✔こだわり　　
□人への関わり・社会的関係
□言葉の発達　　□その他
	✔聞く　　　□計算する
□話す　　　✔推論する
□読む　　　□書く
□その他
	□姿勢保持
□手先の動き
✔体全体の動き
□バランス　　□その他

	好きなこと
得意なこと
	・数学（数字）が得意。大学レベルの数学をマスターしている。
・電車が好きで、車種や駅名をよく知っている。

	学習の状況
	・苦手な教科（国語・英語）は机に伏して過ごすことが多い（１年時）
・好きな教科（数学）でも、本人のレベルと授業のレベルが合わないため寝ていることが多い。
・苦手な教科や作文等の課題は提出できないことが多い（１年時）

	生活の状況
	学校
	文化祭の大きな音が耐えられずパニックになり、クールダウン用の部屋で過ごした（１年時）

	
	部活動
	写真部　電車の写真を多く撮り、部活動を楽しんでいる。

	
	家庭
	自分の部屋で静かに過ごすことが多い。食物・衣服など自分で選ぶことができず、母が管理している。

	コミュニケーション
	友人
	休み時間は特定の友達と話をして過ごしている。その友達が欠席すると図書館で本を読んで過ごしている（１年時）

	
	教職員
	好きな教科の教科担任には積極的に話しかけるが、他の教員とはあまり話をしない。

	
	家庭
	母とはよく話すが、父が帰宅すると自分の部屋にこもり話ができないとのこと（母談）。

	運動の状況
	体育は球技が苦手で、どう動いてよいのかわからないとのこと。集団行動など緊張する場面では、動きがぎこちなくなり、手足が同時に出る。

	健康の状況
	体温調節が苦手なため、夏は登校後、保健室でクーラーにあたり体を冷やしてから教室に行く。

	自分の特性の
理解度
	十分理解している　　５　 eq \o\ac(○,4)　３　２　１　　全く理解できていない
（具体的な状況）特性は理解しているが、周りと違う自分を受け入れられず、自己肯定感が低い。

	備　　　　考
	


個別の指導計画（平成○○年度・２年生）記入例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兵庫県立ＯＯ高等学校
	目標
	進路について
	得意な数学を生かし、大学に進学したい。

	
	学習面
	苦手な科目を減らし、センター試験に対応できる学力をつけたい。

	
	生活面
	自立した生活を送れるようになりたい。

	本人・保護者の願い
	本人：授業中、寝てしまうので、起きて集中して勉強したい。
保護者：国公立大学に進学してほしい。自立した生活ができるようになってほしい。


	教科・場面等
	本人が困っている点
行き詰っている点
	指導の手立て・配慮事項
	評価・課題
【年度末に記入】

	ホームルーム
	特定の友人としか話しができない。
予定の変更があると不安になる。
	修学旅行では、同じ趣味（電車、写真）をもつ生徒と同じ班にする。
予定変更は説明し板書する。
	修学旅行では、同じ班の生徒となじみ、話すことができた。
予定変更に関する支援は継続する必要がある。

	各教科
	得意な科目も苦手な科目も寝てしまう。
説明を聞き逃すことが多い。
英語のリスニングが聞き取りにくい。
	座席を一番前にする。
できる限り板書する。
定期考査の英語（リスニング）は、別室でヘッドホンを使用して受検させる。
	英語（リスニング）は左記の対応により成績が伸びた。他の支援も継続する必要がある。

	課題提出
	苦手な科目や作文等の課題は提出できない。
	メモ帳に提出すべき課題・期限を書かせ、保護者に見せるよう指導する。作文等の課題は、見本を提示する。
	作文等の課題は見本を提示したため、提出できるようになった。左記の支援は継続する必要がある。

	実験・実習
	夏の体育の後、体温が上がりすぎ、気分が悪くなる。
	体育の後は、保健室で体を冷やす。
	左記の支援は継続する必要がある。

	学校行事
	文化祭などの騒がしい音が苦手でパニックになる。
	パニックになる前に、クールダウン用の部屋に行くことを申し出るよう指導する。
	徐々にではあるが、パニックになる前に自ら申し出ることができるようになってきた。

	部活動
	特になし
	
	

	進路
	具体的な進学先（大学）が決まっていない。周りの人と違う特性をもった自分でも受け入れてくれる大学があるか不安に思っている。
	具体的な目標が持てるように、大学のオープンキャンパスに参加するよう指導する。
大学の障害者対応状況について情報を収集する。
	オープンキャンパスに参加したが、かえって大学生活に不安を持ったようだ。障害者対応が進んでいる大学を紹介し、安心して進学先を決定できるよう支援が必要。

	家庭生活
	食物・衣服等を自分で選択できない。
	衣服の組み合わせをパターン化するなど、本人が選択しやすい方法を提案する。
	季節ごとの衣替えの際は母の支援が必要だが、毎日の支援は必要なくなった。

	その他
	障害を受け入れられず、自己肯定感が低い。
	できたことを認め、褒めるとともに、誰もが支えあって生きていることを理解させ、支援を受けることへの抵抗感を減らすよう努める。
	左記の支援を続けたが、自己肯定感は低いままである。今後、主治医とも相談しながら、効果的な支援を継続する必要がある。


上記の内容で作成しました。
　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　兵庫県立ＯＯ高等学校長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
この計画の内容に同意します。
　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日　
　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
